
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和6年 2月２９日 発行：こまがた元気会 

《連 絡 先》喜多方市塩川町中屋沢字田中乙３（里の駅こまがた元気館）   

電話 080-2805-1050（事務局：大平） 

メール koma.genki7.7@gmail.com 

《編 集 協 力》NPO法人かけはし （代表理事 石島 来太）喜多方市寺田4905-21 

「こまがた元気プラン」ができました！ 
これまでもお知らせしていますように、令和５年度において福島県地域創
生総合支援事業（サポート事業）の支援により策定作業を進めてきた「こ
まがた元気プラン」が2月 18日の代表者等懇談会において承認されまし
た。「こまがた元気ビジョン」を上位の計画として、令和６年度～8年度
のこまがた元気会の新たな取組の指針となります。サポート事業の支援を
いただき更なる取組の展開を進めてまいりますので御協力をよろしくお願
いします。 
 プランの内容は改めてダイジェスト版を各戸に配布する予定ですが、骨
子は裏面をご覧ください。 

こ ま が た 元 気 プ ラ ン 
 
     駒形地区の将来像 

住みよく元気な「こまがた」の創造 

〜⽥舎暮らしはステータス〜 
 
     将来像の実現に向けて 

 みんなでつなごう未来へ！“悠久の⾥・駒形”  

 

 
  （喜多⽅市指定天然記念物「杓⼦ヶ⼊メグスリノキ」を背に駒形⼩学校の⼦どもたち） 
 

こまがた元気会 
 

令和 6 年２⽉ 

会津の方言で「立寄ろうか」の意味です。 
ぜひ＜よっか！＞の掛け声でお立ち寄りく
ださい。 

前号（第 36号）でもお知らせしましたが、地区の新たな交流・活動拠点 
 「駒形げんき交流館」の愛称は＜よっか＞に

決まりました。 
 

新館の名称決定！「よっか」です！ 
 マルシェのマスコットキャラクターの名前も決まりました！ 

農産物直売所「こまがた元気マルシェ」の
マスコットの愛称については、駒形小学校2
年 林真彩さんの考えた名前を使わせてい
ただきます。他にも、とてもいい名前がい
っぱいでかなり悩みました。駒形小学校の
皆さん！ご協力ありがとうございます！ 
 今後はマルシェのマスコットとして活躍するよう頑張っていきます！！ 
 



 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜みんなでつなごう未来へ！“悠久の里・駒形”＞ 

こまがた元気ビジョンに掲げる地区の将来像「住みよく元気な『こまがたの創造』～田舎暮らしはステータス～」
の実現に向け、地域の魅力を活かし地域の課題に対応して、これまでの取組成果を踏まえてプランの旗印のもとに
新たな取組を展開します。 

Ａ：「農」基盤とした持続可能な里づくりプロジェクト 

縄文時代後期の遺跡の発掘が進められるなど長い歴史を有し、由緒ある寺社や伝承・祭り、雄国

山麓の豊かな自然と景観、日橋川や山麓からの清流が潤す里の水田などの誇るべき【お宝】が数

多くあります。 

新しい「こまがた元気プラン」のキャッチフレーズです！ 

地 域 の 
魅   力 
(地 域 資 源) 

 一方で、少子高齢化と人口減少が進み、空き家・耕作放棄地・鳥獣被害の増加、農業の担い手不

足、集落の維持困難等の様々な課題も生じています。 
地 域 
課 題 

 

〜こまがた元気会のこれからの取組〜 
こまがた元気会は、このような地域資源を活かし課題に対応して少しでも地区を元気にしようと令和元年 7 月から
活動しています。 
これまでの取組を踏まえ現状と課題に対応して地区の未来へ新たな展望を切り拓くために、令和 5 年度において福
島県地域創生総合支援事業（サポート事業）の支援を受けて、新たな計画「こまがた元気プラン」を策定しまし
た。今後3年間（令和６～８年度）の重点的な取組を４プロジェクト等として取りまとめています。 
＊これまでのビジョンは、取組の方向性を示す上位の計画として今後10年間（令和６̃15年度）延長します。 

農産物直売所（マルシェ）の拡充、農産物加工のスタート、土づくりから野菜栽培
の体験活動、空き家・遊休農地活用した滞在・交流受入れの体制整備、新規就農
（希望）者への情報提供等支援事業 等 

Ｂ：雄国山麓の魅力を活かした憩いと癒しの里づくりプロジェクト 
自然ふれあい拠点（南原堤）の整備、雄国山麓の《 お宝 》掘り起こし活動、里地・
里山の魅力を巡り歩くための環境整備、カントリーウォーク（自然体験）、花で彩る
里づくり（桜、ざる菊など）、レクリエーション等の交流・活動拠点の整備に向けた
調査検討 等 

Ｃ：歴史・文化・産業遺産を後世につなぐ里づくりプロジェクト 
Ｂプロジェクトと連携した里巡りの環境整備とカントリーウォーク、駒形の魅力の
学習・発信・伝承活動 等 

Ｄ：共に支え合う安全・安心な里づくりプロジェクト 
高齢者世帯等の困りごとへの《 ちょっとした手助け 》をする有償ボランティア活
動、高齢者世帯等へのメッセージ付き弁当の配達、駒形げんき交流館を拠点とした
自由な集いや交流活動（健康相談、子育て支援、子どもたちの学習支援等）、Ｂプロ
ジェクトと連携したカントリーウォーク 等 

α：活動支援共通プログラム 
交流・活動拠点の整備・充実、情報収集・学習・リーダー育成活動、情報発信活動、
ＩＴ化対応活動 等 


